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９月20日，総合の時間を使って，「夕凪の街・桜の国」

というテレビドラマを，すべてのクラスで視聴しまし

た。これは以前ＮＨＫで放映されたものですが，もっ

と以前には映画にもなりました。その原作漫画も，各

教室に置かれていると思います。

内容は，現代を生きる家族と，その家族につながる

人々の戦後10年のころを，広島を舞台に描いたストー

リーです。

みんながどんな思いを持ちながら観たのか，その感

想や私の思いも含めて読んでみてください。

二度と繰り返してほしくない
■広島に原爆が落とされた８月６日は，多くの人が被爆し

て，多くの人の命と未来が失われました。原爆の放射線

で病気を発症した人も多数いました。失われた命や未来

は私たちと同じように幸せな生活を送れていたかもしれな

いと思うと，とても胸が苦しいです。

原爆は，被爆した人に後遺症を残し，死ぬまで苦しめ

ます。私は原爆をつくった人は戦争に用いられると知って

いなかったと思います。同年８月15日に日本は終戦を迎

えました。でも，終戦しても，病気や後遺症で亡くなる方も

いたし，沖縄は今もアメリカ軍基地が残っているし，「戦

争」というのは，起こった瞬間にも多くの人の命を奪い，

続く中でも多くの人の命を奪い，終わっても多くの人々を

苦しめ，命を奪うものです。私は昔の人々がした苦しい思

いや悲しい思いを二度と繰り返してほしくないです。今も

原爆によって苦しめられている人はいます。そんな人たち

がたどるはずだった未来を，今私たちが生きていると思っ

て，日々の幸せをかみしめて生きていかねばならないな

と思いました。 １組TK

戦争は遠いことのようで近くにある
■原爆をなかったことにはできないという言葉が心に残っ

ている。主人公は原爆から10年経ってもまだ苦しみ続け

ていたのが心苦しかった。話したくても話せない，忘れた

くても忘れられない，それはどんなにつらいことかと思う。

原爆によっていったいどれだけの人が心を苦しめたの

か。数えきれない人の心を苦しめた原爆は，どんな理由

があろうと落としてはいけなかった。でも，なかったことに

はもうできない。だから，もう二度とこんな過ちを起こさな

いように，私にできることを考えたい。

まず私は，ＳＤＧｓに貢献することから始めたい。世界

中の人々にゆとりがあれば，争いも起きないであろうと考

えたからだ。 ４組MC

「安らかに眠って下さい 過ちは繰返しませぬから」

ヒロシマの慰霊碑に刻まれている言葉です。この主

語は誰なのか，ということが議論になることがありま

す。皆さんは誰だと思いますか？

広島を，敢えて「ヒロシマ」と書くことがあります。

長崎のことを，「ナガサキ」と書くことがあります。沖

縄のことを，福島のことを，「オキナワ」「フクシマ」

と書くことがあります。そう書くことで，そこに特別

な意味を持たせています。

つまり，単に特別な意味を持たせないときは広島だ

けど，被爆地広島という意味を持たせたいときには，「ヒ

ロシマ」と書くのです。その違いを感じながら，読ん

だり，書いたりできるようになるといいです。

「安らかに眠って下さい 過ちは繰返しませぬから」

本当にそうでありたいと願いますが，言い伝え，語

り継ぐ人がいなくなれば，どうでしょう。今も地球上

には１万発を越える原爆が存在しています。しかも，

ロシアはウクライナ侵攻について，たびたび原爆の使

用を匂わせるような発言を繰り返しています。今はま

だ語り継ぐ人がいて，ブレーキをかけられているのか

もしれませんが，もしそんな人がいなくなれば…。

当事者だけでなく私たち自身のためにも，私たちは

はっきりと声をあげていく必要があるのではないでし

ょうか。それは誰でもない，「あなた」です。

被爆者というだけで差別を受ける
■原爆が投下された後の日本をドラマにしたものをはじ

めて見ました。なのですごく新鮮でした。今までの学習

で，私は原爆が投下されたときの広島に住んでいた人た

ちの生活の変化や，亡くなった人の思いに意識が向いて

いました。ですがこの学習で，広島に原爆が落とされてか

ら数十年経ってからの人たちの思いを知ることができたと

思います。

皆美さんは，原爆が投下された日から約10年後に原爆

病で亡くなりました。原爆は落ちた瞬間だけじゃなくて，落

ちた後もすごく恐ろしいものだなと思いました。

被爆者として生きる人たちも同じです。被爆者だという

理由だけで簡単に人を差別してしまう人たちがいるという

ことが，本当につらくなりました。そんな出来事をもう一度

起こさないために，私たちは平和学習(人権学習)を続け

ていかないといけないと思いました。 １組HA

以前，ヒロシマがグッと近くに感じられてショック

を受けたことがありました。それは，友人の結婚相手

が広島出身と知ったときの，家族からの一言でした。

「いけるん？わざわざそんな人にせんだって…。」

初めは何のことを言ってるのか分からなかったそう

ですが，被爆地広島出身であることを指していること

に気づいてショックを受けたと言います。私もショッ

クでした。そんなことを言う人が今もいるんだ，と思

って。

「差別をするつもりはなかった。ただ，あなたのことを思って

言った。」



確かに，その人のことを心配して言った一言だと思

います。でもそれは同時に，相手を不快にさせ，傷つ

ける一言でもありました。心配してさえいれば，相手

のことは傷つけてもいい，というわけにはいきません。

実は，東日本大震災による東電第２原発事故で被災

した人も同じような不安を抱えているのだそうです。

「私は子どもを産んでもいいんですか？」

福島県の20歳代の女性の切実な声です。ヒロシマや

ナガサキだけではありません。今も放射能に怯え，周

囲の無理解に怯え，生きている人がいるということで

す。そんな事実をちゃんと知っていれば，心無いこと

を言うことも，思いがけず人を不安にさせることも，

最小限に食い止めることができるのではないかと思い

ます。まず私たちが，そんな事実を知り，人の思いを

くみ取り，相手の立場に立って考えられる知性や感性

を持つことではないでしょうか。

大切に思っていた人も同じように苦しむ
■戦争は人の心に残り続けなければいけないのだと思っ

た。この話に出てきた皆美さんは，10年経っていても自分

が幸福を感じたときに，原爆のときの記憶がよみがえり

苦しくなってしまっていた。やはりそれほどまでに，戦争と

は心身ともに深く大きな傷となり残り続ける残酷なことだ

と再認識した。

原爆では即死から皆美さんのように時間が経ってから

症状が出てなくなってしまうこともあるのは知っていたが，

今回のを見たときに，皆美さんだけじゃなく，皆美さんを

大切にしていた人々も，皆美さんと同じように苦しんでし

まったりしてしまうことを知った。このようなことを繰り返さ

ないためにも，私が今まで学んできた「語り継ぐ」というこ

とが大切なのだと思った。私はまだまだ戦争については

知らないし，体験していないから分からない。けれど，だ

からこそ語り継いでくれる人や語ってくれる仲間を見つけ

ることも大切な平和学習であり，戦争を繰り返さない未来

への一歩だと思った。 ２組YM

折り鶴を折ります。千羽鶴にします。そして，オキ

ナワ修学旅行に持って行きます。

いつも私が廊下で折り鶴を折っているところにやっ

てきて，一緒に折ってくれたり，折り紙を数枚持って

行っては，教室で折ってくれる子たちがいます。うれ

しい気持ちになります。

昔，個人的に千羽鶴をつくって，８月６日のヒロシ

マに持って行こうとしたことがありました。でも当日

も仕上がっていなくて 慰霊式典が行われる公園内の

ベンチで焦りながら，それでも一緒に行ったメンバー

とワイワイ楽しく糸通しをしていると，外国人が集ま

ってくるくる。

「Oh！ beautiful！」

いろんな色の折り鶴をグラデーションに並べ，糸を

通して仕上げる作業をしていたのですが，確かにキレ

イなぁと思いました。同時に，折り紙や折り鶴が，外

国人にはあまりなじみのない行為なんだということも

よく分かりました。

みなさんは，「さだこ」と聞いて，何を思い浮かべま

すか？やはり，ホラー映画の「貞子」でしょうか。で

も，別の「さだこ」さんがいます。「佐々木禎子」さん

です。

禎子さんは２歳の時に被ばくしました。でも特に何

の病気になることもなく，運動が得意で活発な女の子

でした。将来の夢は体育の先生になることだったそう

です。終戦から10年。小学６年生になり，体調が悪く

なって入院した診断結果は，白血病。それからです。「千

羽になれば病気が治る」と言われ，折り鶴を折りはじ

めたのだそうです。周りの人も一緒になって折りはじ

めました。千羽になっても，禎子さんの病気は治りま

せんでした。そして，12歳で亡くなるのです。

後日，禎子さんのことを忘れないためにと，同級生

の子どもたちが相談し，立ち上がりました。禎子さん

の像をつくろうと，広島駅前で募金活動を始めたので

す。その輪は全国に広がっていきました。そして建っ

たのが，「原爆の子の像」です。原爆ドームに並ぶ，平

和の象徴です。

８月６日には，慰霊祭に訪れた人みんなにパンフレ

ットが配られます。そのパンフレットには折り紙が１

枚挟まれています。折り鶴の折り方が書かれた解説書

も挟まれています。平和への祈りを込めて，折り鶴を

折りましょうというメッセージです。もしかするとそ

れは，禎子さんが最後に残したメッセージだったのか

もしれません。広島平和記念資料館の最後のコーナー

には，オバマ大統領が折った折り鶴も展示されていま

す。

佐々木禎子さんの甥にあたる佐々木祐滋さんが，禎

子さんの生き様を残そうと，ミュージシャンとして「Ｉ

ＮＯＲＩ」という歌を中心に活動しています。彼を中

心としたメンバーで，今，禎子さんの折り鶴を，ユネ

スコの「世界の記憶」へ登録されることをめざして活

動しています。

つい先日，今，広島で暮らしている教え子に会うと，

こんなことを言ってくれました。

「折り鶴タワーに行くといいよ。折り鶴を折って，ビ

ルの最上階から落として貯めて，タワーのようにする。

ちょっと入場料は高いけど，それも寄付だと思えばい

いかなって思う」

こちらが発信し続けていれば，いろんな情報を寄せ

てくれるし，どこか気にも留めてくれます。それもま

たうれしいものです。

(10号につづく)




